











. (以上本論集第4 1 巻第2号)
. (以上本論集第42巻第 1 号)
























義の位置づけをめぐる論争が起こった注3 0 ウッ ドの議論は次の通りである。











第 1 の点については， 道徳的な概念を拒否したとしても資本主義を批判する
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際の何らかの規範的な原理をおくことは可能である。実際ウッ ドも， 資本主義
批判の原理として， I自己実現， 安全， 身体的健康， 安楽， 共同体， 自由」注4
























は， 合理主義的な側面と， 倫理を重要視する 2つの面がある。例えばコーエン
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会主義批判には正義と自由の両面において欠陥があることを指摘している。
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分の人格と権能の道徳的に正当な所有者であり， したがって各人は， 他者に損
害を与えない限り， 自己の権能を好きなように使用する自由を有する」という
命題である。 ノズィックは， この自明にみえる命題から， 資本主義の正当性と






権限理論は， 取得， 移転， 匡正の 3つの保有の正義からなるが， 彼の歴史理論
からすると， 根本的な正義は， 取得の正義である。 外的世界に対する最初の取
得が正当であれば， それ以降の帰結がいかなる不平等を導こうと， 正当な移転
による限り正当であるとされる注110











次に コーエンは， 自己所有権命題を前提とした上で， それが平等と両立する
か否かを模索している注15。 二つの方法が考えられる。 一つは， 各人の自己所
有権を前提とした上で， 外的世界については共有にするという方法である。 し











前提とされていることを見いだす注160 一つは， 資本主義の見方で， 従来のマ
ルクス主義は生産手段の所有の有無に搾取と所得格差の根本原因を求めてきた
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配を一切拒絶するのである。 しかし， コーエンは次のように考えることもでき
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たちの平等論は， 自己所有権の否定に立脚しているため， 外的資源のみならず
才能など内的資源の平等へと自由に展開することが可能である。 この論争にも
関与している コーエンは， 彼らの平等論を継承， 発展させようとしているのだ
が， その際に自己所有権への評価を明確にしておくことは避けて通れないはず
である。 自由論， 平等論， 所有論をどのように整合的に連結させて行くかが，
今後の重要な課題である。
.何の平等か
レフト ・リベラルと呼ばれるJ・ロールズ， R・ ドゥウォーキン， A・セン
たちによる平等自由主義の特徴は， まさに配分的正義論の核心で、ある， 平等に
配分されるべきもの(eq ualisand um) をめぐる議論
一一
何の平等か?(ün 






う難点がある。 これに対し， I社会的基本財(social primary goods) J とは，
原初状態にいる合理的な人間なら誰でも選好する， いかなる善の観念をもって





平等Jに対して， I資源の平等(equality of resources) J論を提唱した注21。 後
者において平等化の対象となるのは， 本人が責任をもつべき「選択による運
(optional luck) J ではなく， 本人ではどうしようもない「過酷な運(brute
- 110 ( 1 10) 一
luck) Jである。 この観点からすると， I効用の平等」は個人が所与の資源を活
用して選択した効用を平等にしようとする点で不適切であり， 個人が責任をと
りえない資源のみを平等にし， その運用の結果については本人の責任に委ねる
べきであるとする。 こうした ドゥウォーキンの「資源の平等」論は， 平等を指
向しつつも個人の自己責任を強調する点で， 自由主義的な平等論の一つの到達
となっている。








(function) ーーに着目し， I基本的潜在能力の平等(equality of basic capabi­
lity ) Jを唱える。
こうしてレフト ・リベラルによる「何の平等か」をめぐる論争では， 効用の
平等， 資源の平等， 能力の平等と， 様々な見解が提案されたのだが， さらにこ
の論争に加わったのが， R・アー ヌソンと コーエンである。
アー ヌソンは， I効用の機会の平等(equality of opportunity for welfare) J 
を提唱している注23。 彼はまず資源の平等を検討し， その難点を次のようにあ
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外していたが注24， ドゥウォーキンのように， 才能も資源の内に数えるという
























が， だからといって効用の平等をとるわ けではない。 やはり効用の平等にも問
題がある。 諸個人は各々の自発的な選択によって異なった効用に到達すること
- 112 ( 112) ー
になるが， その選択は本人が責任を負うべき事柄である。
ところで何の平等かをめぐる論争は， 2つの独立した対立軸からなっている。








る。 この場合才能に恵まれた人にとっては， 恵まれない人に比べて， 個人的な
自由時間を事受することが高価になってしまうのである。




ついて， 最善， 次善， . . .  n番目に善い選択の期待値が等しいことを意味す





of access to advantage) Jを唱えている注260 まず， 効用の平等については，
能力の欠損した人に対する補償が本人の効用についての検査を行うことなくな























る。 しかし コーエンによれば， ドゥウォーキン本人がこの区別の原点から逸脱





要はない。 したがって， 効用の平等は否定される。 この点では ドゥウォーキン
も コーエンも同じである。 だが， 高価な晴好であってもそれが本人自身の自発



















られるわ けではない。 センは重大な部分を見逃している。 それは「人が財でもっ
てなしうること」である。 「財が人になすこと」と「人が財でもってなしうる
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大きな問題を残している。 「何の平等かJをめぐる論争にお ける コー エンの見










コー エンのように， この論争のなかで平等主義の中に選択にお ける自己責任と
いう自由主義的要素をとりこんでいくのだが， その一方で高価な晴好の扱いに
みられるように選好形成を個人の責任に還元してしまわないところは， やはり









義では， ライ フ・ スタイルを選択する自由が称揚されるが， 選択の大部分が本
人が生まれ育った環境によって規定されていること， 即ち選好形成の内生性が
看過されている。 基本的優先財のみを公平に分配し， 善き生の内容への介入を





化Cself-actualiza tion) Jは， 自己の能力を開発し活用すること， I自己外面化
Cself -externaliza tion) Jは， 能力を私的にではなく社会的に発揮することであ

















































































渡っている倫理や正義 (以下本項では， まとめて正義とよぷ) の検討が必要で
ある。
そこでエルスターが新たな研究領域として提唱したのが， Iローカルな正義j
である注29。 それは， 市場や中央政府によらない， 相対的に自律的な諸制度に
よる配分を対象としている。 以下のような例が挙げられる。 戦時における兵役，
軍隊からの復員， 腎臓の割当， 解雇する労働者の選択， 高等教育へのアクセス，
人工受精の精液の割当， 子どもの受入可能な両親の選択， 子どもの養育の報酬，















1 平等主義的原理 絶対的平等， くじ引き， ローテーション
2 時間に関連する諸原理一一待ち行列， 待ちリスト， 年長性
3 地位によって規定される原理 年齢， 性別， 性的指向(sexual orien-
tation) ， 民族， その他の身体的特徴， 精神的特徴， 自由権， 身分的高貴，
カースト， 市民的地位， 家族的地位， 住居的地位， 職業的地位， 宗教， 読
み書きの能力， 移民
4 他の特性によって規定される諸原理一一厚生の個人的段階， 必要， 厚生
の個人的増分， 効率性， 貢献， 性格







義による配分は， 二次的な効果ももたらす。 集団Xは， 別の視点から見れば集
団Yと重なるかもしれない。 そのとき， 配分の結果は集団Yにも影響を及ぼし
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性もある。
いかにしてローカルな正義の諸原理が実際に選択されていくのかも説明され
ねばならない。 原理の選択に関わる行動主体は， 基本的には諸制度， 政治的行
為者， 要求者の三者であり， さらに世論も加えることができる。 配分原理への
選好の形成については， 便益を享受する人数や要求の緊急性などの構造的変数，
配分領域における職業規範， 国民文化， 諸制度内部の政治的対立， 組織的利益
集団， 世論， 誘因， 情報が関わっており， 最終的には， 行動主体による提携，
交渉と妥協を通じて特定の配分原理へと集約されていく。
最後に， エルスターは功利主義， ロールズ， ノージックの正義論を検討し，
ローカルな正義の考察を反映させた「正義の常識的概念」を描き出している。
それは厚生， 権利， 公平の 3点からなっている。 厚生については， 自らの選択
によらずに不遇な状態にいる人々の最低水準を維持するという条件の下で， 総
厚生を最大化する。 権利については， 自己所有， 自己実現， 労働成果の取得に




ているが， 我々が 日常的に実践している正義は， 実は エルスターがいうような，


























注 1 松井 1995a， 参照。
注 2 Wood 1972b ウ ッドの議論 は， 内容のみならずマ ル ク ス 解釈に依拠 し た議論 を 行 う点
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派社会科学における分析哲学， 形式論理学， 方法論的個人主義， 実証主義， さ
らには数理， 計量的手法さえも， rブルジョア的J， r俗流」として， 蔑視ない
しは無視してきた。 この傾向は， 伝統的マルクス主義の経済一元論， 還元主義





小論 ( 1 ) ですでにみたように， コー エンは機能的説明を駆使して史的唯物




真っ向から批判した。これに コー エンが反論し， 方法論をめぐる論争として展
開していく。
まず， エルスターの批判についてみると， 彼の機能的説明への批判は， コー
エンの機能的説明そのものというよりは， 彼の社会科学一般の方法論とマルク
ス主義社会科学の現状批判という問題意識に立脚していた。 エルスターの科学
的説明の一般理論は次の通りである注 2。科学的説明には， 因果的説明， 機能
的説明， 意図的説明の 3つのタイプがある。科学の 3類型の代表として， 物理





























生物学と社会科学の機能的説明は， 性格を根本的に異にする。 第 1 に， 生物
学では機能的説明は， 最適な結果という概念に基づいているが， 社会科学のそ
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したがってエルスターによれば， 社会科学のとるべき方法は， 個人行為の意
図的な理解とそれらの相互行為の因果的説明という， 因果的説明と意図的説明




エルスターの批判の前提には， rAがBを説明する」という場合， 必ず 「どの
ようにしてAがBを説明するのかJ， もしくはそのメカニズムを明らかにせね
ば， r説明」にならないという了解があるが， コーエンによれば， これは正し
くない。 機能的説明をより十全なものにする上で， メカニズムについての知識
は十分条件であるし， メカニズムの存在は必要条件でもある。 しかし， メカニ
ズムについての知識は， 機能的説明にとっての必要条件ではない。 では必要条
件は何かといえば， それは， 制度や行為が何らかの結果を傾向的に生ぜしめる





たが， この反論の過程で， 史的唯物論の根本にある方法は， 前者よりむしろ後







化， 豊富化させることができる， と コーエンは主張している。









て一層重要である。 エルスターは， 搾取， 闘争， 同盟， 革命に中心をおく歴史












あって， 批判は全く的外れである。 また， もし構造によって個人の行動が完全
に拘束されているなら， マルクス主義と構造主義の相違はどこにあるのかとい
う問題が生じよう。
第 2は， 合理的選択理論では， 主体の欲望または選好が所与とされているが，
むしろそれらがどのようにして形成されたのかを明らかにするのがマルクス主
義理論の課題ではないか， という批判である。 これに対しては先の決定の相互
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依存関係の中に， 各主体の選好が全員の行動に依存するという関係を導入する
ことによって， 内生的選好形成の問題として扱うことができる。 但し， 欲望自
体の説明がなされていないとしても， 主体の欲望からする行動の説明は極めて
重要である。
コー エンによる機能的説明を批判した エルスターは， こうしてマルクス主義
理論にとっての代替的な理論装置としてゲーム理論を対置した。 これに対して，
コー エンは次のように反論している注7。 機能的説明は史的唯物論の中核を占
めており， ゲーム理論がこの中核の位置を占めることはできない。 たしかに エ
ルスターが示したように， ゲーム理論は， 政治革命のような主体の戦略的行動
が重要となる場面において， 極めて有益な役割を果たすであろう。 しかし， 長
期的世界史的な問題については， 生産力と生産関係を対象とする史的唯物論こ
そが根本的な説明を与えることができる。 上述のようにエルスターは， 搾取，
闘争， 同盟， 革命に中心をおく歴史過程の分析にとって， ゲーム理論は極めて




理論の中心に位置することはできない， というのが コー エンの結論である。
コー エンと エルスターの聞の， 機能的説明かゲーム理論かという論争は， 論
争の過程で両者が相手の言い分を少々認めるようになったことからも分かるよ
うに， 議論の対象の相違が対立の原因として浮かび上がっているように思われ
る。 例えば コー エンによれば， エルスターには「生産力と生産関係Jという論
文があるが， そこではゲーム理論はいっさい使われていないという注8。 そこ









レーマーはより一般的に， 合理的選択マルクス主義 Crational choice Mar­
xism) を提唱している注9。 合理的選択モデルとは， 一般均衡理論， ゲーム理
論， その他の新古典派経済学が開発したモデル作成の技術の総称である。
レーマーによればマルクス主義は， 主として次の 2つのテーマに貢献してい
る。 一つは， 史的唯物論に関わる実証理論で， 所有権， 技術変化， 階級闘争の





まず第 1 の史的唯物論については， 合理的選択マルクス主義は次の 2つの問
題に答えねばならない。 一つは， 階級闘争について， それは制約条件を打破す
るものとして特徴づけられ， 個人の観点からすると非合理的であると通常考え
られている。 それゆえ合理的選択モデルでは， 階級闘争が扱えないように思わ




この 2つの問題に答えるために， レーマーは(マルクス主義よりも) 一般的
な唯物史観なる歴史記述を提示する。 2つの範曙を与える。 Rtは， t時点に
おける技術， 制度， 所有関係の総体を表す。 Ptは， t時点における全ての個
人とその選好を表す。 歴史過程は， ソルーション過程と選好形成過程の両者の
129 (129) ← 
帰結である。
ソルーション過程は， Rtと Ptが， Rt + 1を決定する過程であり， 選好形成
過程は， Ptと Rtが， Pt+lを決定する過程であって， 次のように表すことが
できる。
ソルーション過程 { Rt， Pd→ Rt + 1 
選好形成過程 { Pt， Rd→ Pt+l 
新古典派のソルーション過程は， 競争均衡という一つの特殊ケースであり，
その選好形成過程については存在しないとされる。 単純なマルクス主義では，






きかけたり， 交渉を行うことも有り得る。 特に階級闘争は， 一種の交渉と理解








マルクス主義の携わる第 2のテーマ， 搾取と疎外については， どのような点
で合理的選択モデルが貢献できるだろうか。 搾取と疎外は， いかなる社会が望

















理的選択の方法をとりながら， 個人と社会の相互関係， 権力論， 資本主義の特
殊歴史性といったマルクス主義の特質を生かそうとする試みなのである。
.方法論的個人主義





第 1 に， マクロ的な社会現象の十全な説明のためにはそれがいかにして発生し
たのかという， ブラックボックスの内側のメカニズムが明らかにされねばなら
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ない。 第 2に， マクロからミクロへと移行することによって， 説明項と被説明
項の間のタイム・ ラグを縮約でき， 説明の不要な混乱を回避することが可能と
なる。 第 3に， 全体の安定と変化を理解するのに， 全体の内部構造についての
説明が， したがってミクロレベルへの還元が必要となる。
こうしたMIとマルクス主義はいかなる関係にあったか。 エルスターによれ











かというメカニズムを媒介することができる。 エルスターは， 今 日のマルクス
主義の研究プログラムは， M 1と不可分であると断言している。
ところで， M 1とはあくまで， 方法論的な意味での個人主義であって， 政治
的個人主義(political individualism・ . . p 1) とは全く独立の概念である。
P 1は， 自由市場を尊重し， 国家介入を拒否する立場である。 従来， シュンベー
ター自身による区別に拘らず， 両者が同一視される傾向があったように思われ
る。 そこで エルスターは， M 1と P 1の肯定否定の組み合わせを検討している。
まず， たしかにMIと P 1の組み合わせは， 多く見いだすことができる(ハイ
エク， ポッパー)。 またMIの否定と P 1の否定も分かりやすい (マルクスを
含 むへーゲ、ル学派， テ‘ュルケームを含 む コント学派) 0 M 1の否定と P 1の組











こうして結局 エルスターは， マルクス主義からM 1， P 1両者の否定を除去
してしまうのだが， そこに残った理論ははたしてマルクス主義といえるのかと
いう疑問が生じよう。 そこで エルスターはもう一つの種類の個人主義を持ち出
す。 それは倫理的個人主義Cethical individualism・ ・ ・ EI) で， 倫理的理
論は個人の次元で定義された概念によって表現されねばならないという立場で
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非意図的
図7 行動の類型CEIster 1983b， p.69，部分)
代錯誤的再来といった印象がもたれるかもしれない。 しかし他でもない， M 1 
を最も強力に主張しているエルスターは， 合理性の意味， 限界， さらに非合理
性の問題をめぐって， 精力的な研究を行っている注110
前述のようにエルスターは， 社会科学の対象を意図的行動としていた。 これ
は図 7 のように合理的行動と非合理的行動に二分され， さらに合理的行動は最
適化行動と充足化行動に二分される注120
エルスターは， 社会科学は説明理論としては， 人間行動の合理性の想定から
始めるべきだという。 だが当然のことながら， 我々の世界には， 合理的には説
明できない現象が多くみられる。 これに対しては， 3つの立場が有り得る。 1
つは， 合理的に説明できない現象はそもそも科学の対象として重要でないとし
て， それを無視ないしは切り捨てる立場であり， 2つ目は， そもそも合理性の
仮定を出発点にしているところに理論的欠陥があるとして， 合理性の前提を全
面放棄し， 方法論的な非合理主義をとる立場である。 3つ目は， 合理性の仮定
から出発しつつも， それが説明不能な障壁にぶつかった段階で， 一歩一歩合理
性の不完全性， 限界， 転倒， 非合理性へと展開していくエルスターの方法であ
る。 合理性は， それ自身の失敗を認識することを要請するのであり， 逆に合理
134 C 134) ー
性が常に成立するという考え方はむしろ非合理性のー形態なのである。
合理的選択理論は， 次の 3つの最適化操作からなっている注130 第lは， 所
与の確信と欲求にとって最善の行為をみつけること， 第 2は， 所与の根拠から
最適な確信を形成すること， 第 3は， 所与の欲求と先の確信から適切な量の根
拠を集めることである。 ここで合理的選択理論が成立しなくなる 2つの原因が
考えられる。 一つは「不確定性」で， 最適な行為， 確信， 根拠が特定できない











もう一つの不適切性は， 行動主体の主観に関わる。 合理的選択理論は， 個人
の自律的選好を前提としている。 しかし現実には， 自律的とはいえない選好も
数多く存在する。 熟した葡萄に手がとどかない狐がそれを酸っぱい葡萄とみな
す寓話の描く「適応的選好」は， 非自律的選好の一つである注140 人聞は， 眼
前の事実が自らの欲求と矛盾して認知的不協和の状態に陥ると， 実現不可能な






















































るエルスターがこれに依拠しつつ， 合理性の意味， 限界， 失敗などの研究を進
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めていることは， AMの合理的選択理論の重視が， ホモ・ エコノミクスを分析
単位として森羅万象を説明しようとするような素朴な近代合理主義の蒸し返し
でないことは理解でき ょう。 外側から合理性を超越的に否定するのでなく， 合
理性の枠組みの内側に視点をおくことによって， むしろ合理性の限界や失敗が
明確になるという考え方である。 伝統的マルクス主義は， 合理主義の発展軌道
から逸脱し， 独自の知的世界を作り上げてしまった。 これに対し， 合理主義的
な枠組みに内在してその限界を見定めようとするところにAMの方法論の原点
があるように思われる。
注 1 Cohen 1978. 
注 2 Elster 1鈴3b， Part 1 .  
注 3 Elster 11*渇g.
注 4 EIster 1982d. 
注 5 Cohen 1982aム
注 6 EIster 1982d. 
注 7 Cohen 1982a，b .  
注 8 Cohen 1982b， p.4!鈎.
注 9 Roemer 1鈎6i.
注10 Elster 19鈎d.
注11 本項全体につ い て， EIster 1989c. 
注12 EIster 1983b， p.69. 
注13 EIster 1卿b， p.4. 
注14 EIster 1鈎3a.
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の拡大と経験的分析への応用， ゲーム理論・ 集合行為論と国家論・ 社会変動論













注 1 AMの理論的特色につ い て は， 松井1995bで簡略なが ら ま と めた。
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